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▲甘くて美味しかったです

潰されても強く育った木の幹▶
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戦
車
に
踏
ま
れ
た
タ
ル
ガ
ヨ
ー

　
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、沖
縄
本
島
か
ら
米
軍
は
引
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
今
帰
仁
村
で
も
天
底
か
ら
運
天
港
に
向
け
て
戦
車
が
通
っ
て
い
き
、そ
の
帰
路
に
あ
っ

た
家
や
草
木
は
、
戦
車
に
踏
み
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
天
底
か
ら
上
運
天
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
西
平
（
久
子
）
さ
ん
宅
に
大
き
な
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
が
た
く
さ

ん
の
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。
戦
前
に
は
、
ダ
イ
ダ
イ
の
木
と
２
本
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
戦
車
に
踏
ま
れ
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
潰
さ
れ
た
根
元

か
ら
芽
が
出
て
育
っ
た
の
が
こ
の
木
。「（
私
の
）
結
婚
式
の
時
に
、
こ
の
木
に
実
が
２
つ
な
っ
て
ね
、
み
ん
な
で
食
べ
て
、
そ
の
時
に
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
だ
と
知
っ
て
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。」と
西
平
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
虫
駆
除
に
い
い
と
聞
く
の
で
残
り
天
ぷ
ら
油
を
か
け
て
き
た
が
、そ
れ
が
良
か
っ
た
の
か
ね
〜
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
70
年
余
り
が
過
ぎ
た
今
も
な
お
、
両
手
い
っ
ぱ
い
広
げ
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
、
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
る
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
。
そ
の
根
に
歴
史
を
残
し
つ
つ
力
強
く

生
き
る
姿
は
、
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
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第
６
回
 世

界
の
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
歓
迎
会

カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
、ペ
ル
ー
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、ブ
ラ
ジ
ル
、ボ
リ
ビ
ア
、

タ
イ
な
ど
世
界
の
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
81名

の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

P2～
3に
関
連
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
掲
載

い
っ
ぺ
ー

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
た
ん
！
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沖
縄
県
町
村
会
及
び
県
町
村
議
会
議
長
会
で
訪

れ
た
南
米
記
念
式
典
に
本
村
か
ら
私
（
喜
屋
武
治

樹
村
長
代
理
）
と
村
議
会
の
東
恩
納
寛
政
議
長
が

参
加
し
た
。「
沖
縄
県
人
ペ
ル
ー
移
住
1
1
0
周
年

記
念
祝
典
」
は
平
成
28
年
8
月
29
日
（
現
地
：
8

月
28
日
）
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
市
の
沖
縄
県
人
会

館
で
開
催
さ
れ
、
南
米
ペ
ル
ー
に
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ

が
移
住
し
て
か
ら
重
ね
て
き
た
１
１
０
年
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
沖
縄
か
ら
ペ
ル
ー
へ
の
移
住
は
、
1
9
0
6
年

10
月
、
横
浜
港
を
出
航
し
た
厳
島
丸
で
渡
航
し
た

36
名
が
最
初
で
あ
る
。
県
人
は
当
初
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
綿
花
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
契
約
移
民
と
し

て
従
事
し
、「
1
世
は
低
賃
金
で
重
労
働
を
強
い
ら

れ
我
慢
と
辛
抱
の
生
活
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
詰

め
で
あ
っ
た
」
と
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
苦

労
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
村
か
ら
の
移

住
者
も
そ
う
し
た
苦
難
を
乗
り
越
え
、
互
い
に
励

ま
し
合
い
今
日
の
繁
栄
に
つ
な
げ
て
こ
ら
れ
た
村

人
会
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　
ペ
ル
ー
で
は
、
日
系
人
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。

90
年
代
に
は
、
熊
本
県
系
人
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ

ジ
モ
リ
氏
が
大
統
領
に
就
任
、
約
10
年
間
政
権
を

担
っ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
に
お
け
る
日
系
人
の
人
口

は
、
1
世
か
ら
5
世
ま
で
約
10
万
人
が
生
活
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
70
％
の
約
7
万
人
が
沖
縄
県
系

の
子
弟
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ペ
ル
ー
に
は
他
府
県
の
県
人
会
も
多
数

あ
る
が
独
自
の
県
人
会
館
を
保
有
し
て
い
る
の
は

ペ
ル
ー
沖
縄
県
人
会
の
み
で
現
在
の
会
員
数
は

2
2
2
5
名
、
今
帰
仁
村
人
会
は
、
会
長
の
仲
宗

根
ラ
ウ
ル
さ
ん
を
中
心
に
現
在
1
0
0
名
程
で
4

世
代
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
政
財
界
で
は
、
2

名
の
大
臣
が
誕
生
す
る
な
ど
多
く
の
県
系
人
が
活

躍
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
県
系
人
の
同
国
内
で

の
地
位
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
１
１
０
年
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
７
万
人

を
超
え
る
県
系
人
と
の
絆
を
一
層
強
め
、
ペ
ル
ー

と
の
交
流
を
深
め
た
い
。
ペ
ル
ー
沖
縄
県
人
会
館

で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
県
系
人
約

6
0
0
人
が
参
加
し
、
1
0
0
歳
以
上
の
県
出
身

者
本
人
、
家
族
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
翁
長
雄
志
沖

縄
県
知
事
か
ら
あ
り
、
移
住
者
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
会
館
外
の
特
別
ス
テ
ー
ジ
で

エ
イ
サ
ー
、
琉
球
芸
能
な
ど
の
記
念
公
演
が
開
か

れ
2
0
0
0
人
以
上
が
沖
縄
の
伝
統
文
化
を
楽
し

み
、
ペ
ル
ー
移
住
1
1
0
周
年
を
祝
っ
た
。

　
8
月
27
日
に
は
、ペ
ル
ー
今
帰
仁
村
人
会（
会
長
：

仲
宗
根
ラ
ウ
ル
）
主
催
に
よ
る
歓
迎
会
に
東
恩
納

寛
政
議
長
と
と
も
に
参
加
し
た
。
祖
父
母
の
故
郷

か
ら
来
て
く
れ
た
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
心
温
ま

る
歓
迎
を
受
け
、
会
に
お
い
て
村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
村
か
ら
の
祝
儀
を
届
け
た
。
ま
た
、
ペ
ル
ー
村
人

会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
祖
父
母
の
地
で
あ
る
ナ
キ
ジ

ン
チ
ュ
の
誇
り
を
継
承
し
、
今
帰
仁
村
と
ペ
ル
ー
今

帰
仁
村
人
会
と
の
絆
を
強
固
な
も
の
に
す
る
に
は
、

南
米
子
弟
の
研
修
を
充
実
し
、
活
性
化
し
て
頂
き
た

い
と
強
い
要
望
が
あ
り
、
4
世
、
5
世
の
代
に
な
っ

て
も
沖
縄
と
の
絆
を
求
め
、
沖
縄
へ
の
思
い
が
こ
と

の
ほ
か
強
い
こ
と
を
感
じ
た
。
若
い
世
代
は
日
本
語

が
話
せ
な
い
、
県
人
会
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
、

県
人
会
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
ど
課
題
が
あ

る
。
一
方
で
県
人
会
活
動
に
熱
心
な
若
者
も
い
る
、

彼
ら
多
く
は
沖
縄
県
や
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
海

外
子
弟
研
修
制
度
の
経
験
者
た
ち
で
あ
る
。
若
い
世

代
と
高
齢
者
世
代
を
つ
な
ぎ
、
次
代
の
県
人
会
、
村

人
会
を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
今
帰
仁
村
へ
研
修
へ
き

た
大
城
カ
ロ
リ
ナ
さ
ん（
平

成
18
年
研
修
生
ペ
ル
ー
）

は
今
帰
仁
村
人
会
と
し
て

頑
張
っ
て
お
り
、
与
那
嶺

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん
（
平

成
19
年
研
修
生 

ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
）
は
1
1
0
周
年
式

典
で
琉
球
伝
統
芸
能
・
舞

踊
で
出
演
し
活
躍
を
見
せ

た
。

　
9
月
2
日
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
創
立

90
周
年
の
節
目
を
迎
え
、「
写
真
展
」「
琉
球
芸
能
の

夕
べ
」
公
演
と
「
記
念
祝
典
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

沖
縄
県
か
ら
の
慶
祝
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
議
会
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
写
真

展
」
で
は
、
第
1
回
移
民
船
・
笠
戸
丸
か
ら
奥
地
開

拓
に
至
る
先
人
の
足
跡
、
沖
縄
戦
災
救
援
運
動
、
現

在
ま
で
の
歩
み
が
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
県
人
会
（
会
長
：
島
袋
栄
喜
）
主
催
の
歓
迎

夕
食
会
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
シ
ュ
ラ
ス
コ
で
心

温
ま
る
歓
迎
を
受
け
た
。
会
場
に
お
い
て
今
帰
仁

村
人
会
（
会
長
：
カ
メ
ヤ 

ヨ
シ
タ
ケ
）
ナ
キ
ジ
ン

チ
ュ
の
皆
さ
ん
と
南
米
子
弟
研
修
事
業
の
こ
と
や

ふ
る
さ
と
今
帰
仁
の
現
状
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
村
人
会
の
皆
様
へ
村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
村
か
ら
の
祝
儀
を
届
け
、
村
人
会
か
ら
は
南
米

子
弟
交
流
の
充
実
や
2
0
1
8
年
の
今
帰
仁
村
人

会
創
立
50
周
年
記
念
祝
典
へ
の
参
加
と
協
力
の
要

請
が
あ
っ
た
。
現
在
、
村
人
会
は
会
員
2
5
0
名

程
で
2
年
後
に
開
催
す
る
50
周
年
事
業
の
成
功
に

向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

　
3
日
は
、
創
立
90
周
年
記
念
祝
典
の
前
夜
祭
と

し
て
サ
ラ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
「
琉
球
芸
能
の
夕
べ
」

が
開
催
さ
れ
た
。
琉
球
王
朝
時
代
の
古
典
か
ら
エ

イ
サ
ー
等
の
現
代
芸
能
ま
で
、
総
勢
96
名
の
出
演

者
に
よ
る
演
舞
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
観
客
を
含
め
約

1
2
0
0
人
以
上
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

１
９
０
万
日
系
人
口
の
約
一
割
を
占
め
る
沖
縄
県

人
の
力
を
内
外
に
示
し
た
。
9
月
5
日
（
現
地
：

9
月
4
日
）ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
ジ
ア
デ
ー

マ
沖
縄
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ

ル
沖
縄
県
人
会
創
立
90
周
年
記
年
祝
典
」
に
は
県

人
会
5
0
0
人
以
上
が
出
席
し
、
村
人
会
か
ら
も

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
創
立
90
周
年
を
盛
大

に
祝
っ
た
。

　
会
場
で
運
営
を
支
え
た

の
は
、
沖
縄
県
留
学
生

O
B
会
「
う
り
ず
ん
」
の

皆
さ
ん
だ
っ
た
。
会
場
に

は
、
平
成
17
年
本
村
南
米

子
弟
研
修
生
の
岸
本
チ
エ
ミ
さ
ん
も
参
加
し
、
母

県
で
あ
る
沖
縄
県
、
今
帰
仁
と
の
繋
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
ブ
ラ
ジ
ル

へ
移
民
し
た
の
か
？
二
十
世
紀
前
半
日
本
を
襲
っ

た
経
済
不
況
は
そ
の
過
剰
な
人
口
を
貧
困
状
態
に

陥
れ
、
日
本
政
府
が
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
海
外

に
移
住
を
奨
励
し
た
の
が
発
端
で
あ
っ
た
。
沖
縄

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
は
、
1
9
0
8
年
に
笠

戸
丸
で
3
2
5
名
の
渡
航
が
最
初
で
あ
る
。
今
帰

仁
村
か
ら
は
字
与
那
嶺
出
身
の
与
那
嶺
仁
五
郎
さ

ん
ら
16
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
住
者
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
を
中
心
と
し
イ
タ
リ

ア
人
を
始
め
と
す
る
他
の
国
々
か
ら
の
移
民
と
同

様
に
コ
ー
ヒ
ー
園
に
送
り
込
ま
れ
た
。

　
日
本
政
府
の
積
極
的
な
宣
伝
に
加
え
先
に
ブ
ラ

ジ
ル
に
移
住
し
た
も
の
に
よ
る
呼
び
寄
せ
で
、
こ

の
時
期
に
数
多
く
の
沖
縄
県
人
が
移
住
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
第
一
印
象
は
住
み
慣
れ
た
故
郷
と
は
大

違
い
、
周
り
の
人
々
、
習
慣
、
言
語
、
食
べ
物
、

気
候
等
に
戸
惑
っ
た
。
更
に
大
き
な
心
配
の
種
は

多
く
の
人
た
ち
の
命
を
奪
っ
た
マ
ラ
リ
ア
病
で
耐

え
難
い
高
熱
に
襲
わ
れ
る
こ
の
病
気
を
い
か
に
し

て
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
戦
々
恐
々
と
し
た
毎

日
で
あ
っ
た
。
1
9
4
0
年
代
半
ば
第
2
次
世
界

大
戦
が
日
本
の
敗
北
で
終
了
し
た
時
点
で
、
移
民

た
ち
の
夢
で
あ
っ
た
帰
国
の
可
能
性
が
無
く
な
り
、

家
族
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
永
住
へ
の
切
り
替
え
の
止

む
無
き
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
学
齢
期
に
達
し
た
子

弟
を
持
つ
沖
縄
移
住
者
は
そ
れ
ら
の
教
育
へ
の
投

資
に
切
り
替
え
た
。
帰
国
す
る
た
め
に
営
々
と
働

き
続
け
て
き
た
事
が
無
駄
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
闘
志
と
根
性
を
全
て
子
弟
の
教
育
に
差
し
向
け

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
子
弟
た
ち
も
親
達
の
こ
う

し
た
志
を
継
承
し
そ
の
期
待
に
応
え
た
。
そ
し
て

2
世
、
3
世
、
4
世
の
子
弟
た
ち
が
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
の
政
治
・
経
済
・
法
曹
・
医
学
・
教
育
・
文
化

等
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
戦
前
に
移
住
し
て
き
た
日
本
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

出
身
県
単
位
で
会
を
設
立
し
、
今
日
の
日
系
社
会

の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
沖
縄
県
人
も
早
々
と
今

年
90
年
を
迎
え
る
ブ
ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
の
前
身
で

あ
る
球
陽
協
会
を
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
沖
縄
移
民

の
生
活
の
変
遷
、
初
期
の
目
標
達
成
の
た
め
忍
耐
と

根
性
を
以
て
挑
戦
し
た
足
跡
を
次
代
の
若
者
た
ち
に

見
て
貰
お
う
と
、

今
回
移
民
資
料
館

に
は
、
寄
贈
さ
れ

た
家
族
の
貴
重
な

資
料
、島
袋
家
（
島

袋
輝
志
雄
（
諸
志
）

の
父
母
、
吉
成
・

マ
ツ
）
の
移
民
当

初
（
1
9
3
0
年

6
月
）
の
生
活
状

況
が
展
示
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
私
の
祖
父
母
で
あ

る
。
今
回
の
南
米
訪
問
は
、
私
自
身
の
ル
ー
ツ
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
先
人
た
ち
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
団
結
し
、互
い
に
助
け
合
い
、今
日
の
ブ

ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
の
礎
を
築
か
れ
た
と
功
績
を
振

り
返
り
、２
世
、３
世
と
次
世
代
が
先
人
た
ち
の
築
い

た
生
活
基
盤
を
守
り
発
展
さ
せ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
良
き

市
民
と
し
て
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
な
ど
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、県
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇

り
で
あ
る
と
翁
長
沖
縄
県
知
事
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
お
わ
り
に
、
ぺ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
か
国
を
訪
問

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、両
国
の
村
人
会
に
お
い
て
は
、

若
い
世
代
に
ウ
チ
ナ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
継
承
し
、

母
県
沖
縄
、
今
帰
仁
と
の
友
好
の
絆
を
強
固
な
も
の

に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　
南
米
４
か
国
に
海
外
子
弟
研
修
の
O
B
会
が
あ

る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
今
帰
仁
村
と

南
米
今
帰
仁
村
人
会
の
若
者
達
が
相
互
交
流
・
学
習

で
き
る
よ
う
研
修
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
実
感
し
た
。

　
訪
問
中
お
世
話
に
な
っ
た
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
村

人
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
し
ま
す
。

南
米
記
念
式
典
訪
問
を
終
え
て

総
務
課
長

　島
袋 

輝
也

ナキジンチュ歓迎会 フォトギャラリー

大城カロリナさん与那嶺クラウディアさん

岸本チエミさん
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沖
縄
県
町
村
会
及
び
県
町
村
議
会
議
長
会
で
訪

れ
た
南
米
記
念
式
典
に
本
村
か
ら
私
（
喜
屋
武
治

樹
村
長
代
理
）
と
村
議
会
の
東
恩
納
寛
政
議
長
が

参
加
し
た
。「
沖
縄
県
人
ペ
ル
ー
移
住
1
1
0
周
年

記
念
祝
典
」
は
平
成
28
年
8
月
29
日
（
現
地
：
8

月
28
日
）
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
市
の
沖
縄
県
人
会

館
で
開
催
さ
れ
、
南
米
ペ
ル
ー
に
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ

が
移
住
し
て
か
ら
重
ね
て
き
た
１
１
０
年
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
沖
縄
か
ら
ペ
ル
ー
へ
の
移
住
は
、
1
9
0
6
年

10
月
、
横
浜
港
を
出
航
し
た
厳
島
丸
で
渡
航
し
た

36
名
が
最
初
で
あ
る
。
県
人
は
当
初
は
サ
ト
ウ
キ

ビ
や
綿
花
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
契
約
移
民
と
し

て
従
事
し
、「
1
世
は
低
賃
金
で
重
労
働
を
強
い
ら

れ
我
慢
と
辛
抱
の
生
活
、
朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
詰

め
で
あ
っ
た
」
と
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
苦

労
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
村
か
ら
の
移

住
者
も
そ
う
し
た
苦
難
を
乗
り
越
え
、
互
い
に
励

ま
し
合
い
今
日
の
繁
栄
に
つ
な
げ
て
こ
ら
れ
た
村

人
会
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　
ペ
ル
ー
で
は
、
日
系
人
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。

90
年
代
に
は
、
熊
本
県
系
人
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ

ジ
モ
リ
氏
が
大
統
領
に
就
任
、
約
10
年
間
政
権
を

担
っ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
に
お
け
る
日
系
人
の
人
口

は
、
1
世
か
ら
5
世
ま
で
約
10
万
人
が
生
活
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
70
％
の
約
7
万
人
が
沖
縄
県
系

の
子
弟
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ペ
ル
ー
に
は
他
府
県
の
県
人
会
も
多
数

あ
る
が
独
自
の
県
人
会
館
を
保
有
し
て
い
る
の
は

ペ
ル
ー
沖
縄
県
人
会
の
み
で
現
在
の
会
員
数
は

2
2
2
5
名
、
今
帰
仁
村
人
会
は
、
会
長
の
仲
宗

根
ラ
ウ
ル
さ
ん
を
中
心
に
現
在
1
0
0
名
程
で
4

世
代
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
の
政
財
界
で
は
、
2

名
の
大
臣
が
誕
生
す
る
な
ど
多
く
の
県
系
人
が
活

躍
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
県
系
人
の
同
国
内
で

の
地
位
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
１
１
０
年
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
７
万
人

を
超
え
る
県
系
人
と
の
絆
を
一
層
強
め
、
ペ
ル
ー

と
の
交
流
を
深
め
た
い
。
ペ
ル
ー
沖
縄
県
人
会
館

で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
県
系
人
約

6
0
0
人
が
参
加
し
、
1
0
0
歳
以
上
の
県
出
身

者
本
人
、
家
族
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
翁
長
雄
志
沖

縄
県
知
事
か
ら
あ
り
、
移
住
者
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
会
館
外
の
特
別
ス
テ
ー
ジ
で

エ
イ
サ
ー
、
琉
球
芸
能
な
ど
の
記
念
公
演
が
開
か

れ
2
0
0
0
人
以
上
が
沖
縄
の
伝
統
文
化
を
楽
し

み
、
ペ
ル
ー
移
住
1
1
0
周
年
を
祝
っ
た
。

　
8
月
27
日
に
は
、ペ
ル
ー
今
帰
仁
村
人
会（
会
長
：

仲
宗
根
ラ
ウ
ル
）
主
催
に
よ
る
歓
迎
会
に
東
恩
納

寛
政
議
長
と
と
も
に
参
加
し
た
。
祖
父
母
の
故
郷

か
ら
来
て
く
れ
た
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
心
温
ま

る
歓
迎
を
受
け
、
会
に
お
い
て
村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
村
か
ら
の
祝
儀
を
届
け
た
。
ま
た
、
ペ
ル
ー
村
人

会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
祖
父
母
の
地
で
あ
る
ナ
キ
ジ

ン
チ
ュ
の
誇
り
を
継
承
し
、
今
帰
仁
村
と
ペ
ル
ー
今

帰
仁
村
人
会
と
の
絆
を
強
固
な
も
の
に
す
る
に
は
、

南
米
子
弟
の
研
修
を
充
実
し
、
活
性
化
し
て
頂
き
た

い
と
強
い
要
望
が
あ
り
、
4
世
、
5
世
の
代
に
な
っ

て
も
沖
縄
と
の
絆
を
求
め
、
沖
縄
へ
の
思
い
が
こ
と

の
ほ
か
強
い
こ
と
を
感
じ
た
。
若
い
世
代
は
日
本
語

が
話
せ
な
い
、
県
人
会
へ
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
、

県
人
会
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
な
ど
課
題
が
あ

る
。
一
方
で
県
人
会
活
動
に
熱
心
な
若
者
も
い
る
、

彼
ら
多
く
は
沖
縄
県
や
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
海

外
子
弟
研
修
制
度
の
経
験
者
た
ち
で
あ
る
。
若
い
世

代
と
高
齢
者
世
代
を
つ
な
ぎ
、
次
代
の
県
人
会
、
村

人
会
を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
今
帰
仁
村
へ
研
修
へ
き

た
大
城
カ
ロ
リ
ナ
さ
ん（
平

成
18
年
研
修
生
ペ
ル
ー
）

は
今
帰
仁
村
人
会
と
し
て

頑
張
っ
て
お
り
、
与
那
嶺

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん
（
平

成
19
年
研
修
生 

ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
）
は
1
1
0
周
年
式

典
で
琉
球
伝
統
芸
能
・
舞

踊
で
出
演
し
活
躍
を
見
せ

た
。

　
9
月
2
日
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
創
立

90
周
年
の
節
目
を
迎
え
、「
写
真
展
」「
琉
球
芸
能
の

夕
べ
」
公
演
と
「
記
念
祝
典
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

沖
縄
県
か
ら
の
慶
祝
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州
議
会
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
写
真

展
」
で
は
、
第
1
回
移
民
船
・
笠
戸
丸
か
ら
奥
地
開

拓
に
至
る
先
人
の
足
跡
、
沖
縄
戦
災
救
援
運
動
、
現

在
ま
で
の
歩
み
が
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
県
人
会
（
会
長
：
島
袋
栄
喜
）
主
催
の
歓
迎

夕
食
会
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
シ
ュ
ラ
ス
コ
で
心

温
ま
る
歓
迎
を
受
け
た
。
会
場
に
お
い
て
今
帰
仁

村
人
会
（
会
長
：
カ
メ
ヤ 

ヨ
シ
タ
ケ
）
ナ
キ
ジ
ン

チ
ュ
の
皆
さ
ん
と
南
米
子
弟
研
修
事
業
の
こ
と
や

ふ
る
さ
と
今
帰
仁
の
現
状
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
村
人
会
の
皆
様
へ
村
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
村
か
ら
の
祝
儀
を
届
け
、
村
人
会
か
ら
は
南
米

子
弟
交
流
の
充
実
や
2
0
1
8
年
の
今
帰
仁
村
人

会
創
立
50
周
年
記
念
祝
典
へ
の
参
加
と
協
力
の
要

請
が
あ
っ
た
。
現
在
、
村
人
会
は
会
員
2
5
0
名

程
で
2
年
後
に
開
催
す
る
50
周
年
事
業
の
成
功
に

向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

　
3
日
は
、
創
立
90
周
年
記
念
祝
典
の
前
夜
祭
と

し
て
サ
ラ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
「
琉
球
芸
能
の
夕
べ
」

が
開
催
さ
れ
た
。
琉
球
王
朝
時
代
の
古
典
か
ら
エ

イ
サ
ー
等
の
現
代
芸
能
ま
で
、
総
勢
96
名
の
出
演

者
に
よ
る
演
舞
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
観
客
を
含
め
約

1
2
0
0
人
以
上
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

１
９
０
万
日
系
人
口
の
約
一
割
を
占
め
る
沖
縄
県

人
の
力
を
内
外
に
示
し
た
。
9
月
5
日
（
現
地
：

9
月
4
日
）ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
ジ
ア
デ
ー

マ
沖
縄
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ジ

ル
沖
縄
県
人
会
創
立
90
周
年
記
年
祝
典
」
に
は
県

人
会
5
0
0
人
以
上
が
出
席
し
、
村
人
会
か
ら
も

多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
創
立
90
周
年
を
盛
大

に
祝
っ
た
。

　
会
場
で
運
営
を
支
え
た

の
は
、
沖
縄
県
留
学
生

O
B
会
「
う
り
ず
ん
」
の

皆
さ
ん
だ
っ
た
。
会
場
に

は
、
平
成
17
年
本
村
南
米

子
弟
研
修
生
の
岸
本
チ
エ
ミ
さ
ん
も
参
加
し
、
母

県
で
あ
る
沖
縄
県
、
今
帰
仁
と
の
繋
が
り
を
深
め

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
た
。
な
ぜ
、
ブ
ラ
ジ
ル

へ
移
民
し
た
の
か
？
二
十
世
紀
前
半
日
本
を
襲
っ

た
経
済
不
況
は
そ
の
過
剰
な
人
口
を
貧
困
状
態
に

陥
れ
、
日
本
政
府
が
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
海
外

に
移
住
を
奨
励
し
た
の
が
発
端
で
あ
っ
た
。
沖
縄

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
は
、
1
9
0
8
年
に
笠

戸
丸
で
3
2
5
名
の
渡
航
が
最
初
で
あ
る
。
今
帰

仁
村
か
ら
は
字
与
那
嶺
出
身
の
与
那
嶺
仁
五
郎
さ

ん
ら
16
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
住
者
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
を
中
心
と
し
イ
タ
リ

ア
人
を
始
め
と
す
る
他
の
国
々
か
ら
の
移
民
と
同

様
に
コ
ー
ヒ
ー
園
に
送
り
込
ま
れ
た
。

　
日
本
政
府
の
積
極
的
な
宣
伝
に
加
え
先
に
ブ
ラ

ジ
ル
に
移
住
し
た
も
の
に
よ
る
呼
び
寄
せ
で
、
こ

の
時
期
に
数
多
く
の
沖
縄
県
人
が
移
住
し
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
の
第
一
印
象
は
住
み
慣
れ
た
故
郷
と
は
大

違
い
、
周
り
の
人
々
、
習
慣
、
言
語
、
食
べ
物
、

気
候
等
に
戸
惑
っ
た
。
更
に
大
き
な
心
配
の
種
は

多
く
の
人
た
ち
の
命
を
奪
っ
た
マ
ラ
リ
ア
病
で
耐

え
難
い
高
熱
に
襲
わ
れ
る
こ
の
病
気
を
い
か
に
し

て
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
戦
々
恐
々
と
し
た
毎

日
で
あ
っ
た
。
1
9
4
0
年
代
半
ば
第
2
次
世
界

大
戦
が
日
本
の
敗
北
で
終
了
し
た
時
点
で
、
移
民

た
ち
の
夢
で
あ
っ
た
帰
国
の
可
能
性
が
無
く
な
り
、

家
族
と
共
に
ブ
ラ
ジ
ル
永
住
へ
の
切
り
替
え
の
止

む
無
き
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
学
齢
期
に
達
し
た
子

弟
を
持
つ
沖
縄
移
住
者
は
そ
れ
ら
の
教
育
へ
の
投

資
に
切
り
替
え
た
。
帰
国
す
る
た
め
に
営
々
と
働

き
続
け
て
き
た
事
が
無
駄
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
闘
志
と
根
性
を
全
て
子
弟
の
教
育
に
差
し
向
け

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
子
弟
た
ち
も
親
達
の
こ
う

し
た
志
を
継
承
し
そ
の
期
待
に
応
え
た
。
そ
し
て

2
世
、
3
世
、
4
世
の
子
弟
た
ち
が
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
の
政
治
・
経
済
・
法
曹
・
医
学
・
教
育
・
文
化

等
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
戦
前
に
移
住
し
て
き
た
日
本
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

出
身
県
単
位
で
会
を
設
立
し
、
今
日
の
日
系
社
会

の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
。
沖
縄
県
人
も
早
々
と
今

年
90
年
を
迎
え
る
ブ
ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
の
前
身
で

あ
る
球
陽
協
会
を
設
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
沖
縄
移
民

の
生
活
の
変
遷
、
初
期
の
目
標
達
成
の
た
め
忍
耐
と

根
性
を
以
て
挑
戦
し
た
足
跡
を
次
代
の
若
者
た
ち
に

見
て
貰
お
う
と
、

今
回
移
民
資
料
館

に
は
、
寄
贈
さ
れ

た
家
族
の
貴
重
な

資
料
、島
袋
家
（
島

袋
輝
志
雄
（
諸
志
）

の
父
母
、
吉
成
・

マ
ツ
）
の
移
民
当

初
（
1
9
3
0
年

6
月
）
の
生
活
状

況
が
展
示
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
私
の
祖
父
母
で
あ

る
。
今
回
の
南
米
訪
問
は
、
私
自
身
の
ル
ー
ツ
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
先
人
た
ち
は
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

乗
り
越
え
団
結
し
、互
い
に
助
け
合
い
、今
日
の
ブ

ラ
ジ
ル
沖
縄
県
人
会
の
礎
を
築
か
れ
た
と
功
績
を
振

り
返
り
、２
世
、３
世
と
次
世
代
が
先
人
た
ち
の
築
い

た
生
活
基
盤
を
守
り
発
展
さ
せ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
良
き

市
民
と
し
て
政
治
・
経
済
・
教
育
・
文
化
な
ど
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、県
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
誇

り
で
あ
る
と
翁
長
沖
縄
県
知
事
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　
お
わ
り
に
、
ぺ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
か
国
を
訪
問

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、両
国
の
村
人
会
に
お
い
て
は
、

若
い
世
代
に
ウ
チ
ナ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
を
継
承
し
、

母
県
沖
縄
、
今
帰
仁
と
の
友
好
の
絆
を
強
固
な
も
の

に
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　
南
米
４
か
国
に
海
外
子
弟
研
修
の
O
B
会
が
あ

る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
今
帰
仁
村
と

南
米
今
帰
仁
村
人
会
の
若
者
達
が
相
互
交
流
・
学
習

で
き
る
よ
う
研
修
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
実
感
し
た
。

　
訪
問
中
お
世
話
に
な
っ
た
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
村

人
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
報
告
し
ま
す
。

南
米
記
念
式
典
訪
問
を
終
え
て

総
務
課
長

　島
袋 

輝
也

ナキジンチュ歓迎会 フォトギャラリー

大城カロリナさん与那嶺クラウディアさん

岸本チエミさん
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　10月13～14日、今帰仁中学校の3年生が北山高校
においてプレ高校入試を実施致しました。
　この取組は平成24年度、当時の北山学園構想の時
から行われ、今年で5回目になります。
　中高一貫の取組として県内、県外を見渡しても今帰
仁村独自の特色ある取組だと思います。
　この取組は学力向上の一環で実施していますが、３
月に受験を向かえる今帰仁中学校の3年生を対象に高
校入試を想定した模擬試験を実施し、受験勉強の意欲

の喚起と本番の入試に実力のすべてを発揮させる為、北山高校で実施されます。
　会場を実際の高校入試会場である北山高校で行い、試験監督も高校の先生方で行うので中学生の緊
張感も漂い、ぴりぴりしたムードで行われました。
　当日は、朝の登校から北山高校の体育館に集合し、本番の高校入試さながらの体験で集合時間のだ
いぶ前から集合し、生徒の緊張と意欲が伝わってきました。
　さすが、北山学園プロジェクトで連携しているだけあって高校の協力体制もばっちりでした。
　折りしも、高校の中間テストと同時に行われている為、テストモードの雰囲気が学校中に漂ってい
るので中学生にとっても高校の定期テストの雰囲気や本番の高校入試のいい体験になったことでしょ
う。忙しい時期に北山高校の先生方には対応して頂き、感謝に堪えません。
　人生で最初の試練となる高校入試、全員が希望の高校
に合格できるようにこのプレ高校入試をきっかけに受験
勉強に励み、沢山の中学生が北山高校に入学してくれる
ことを願います。
　更に、今年度はプレ入試終了後高校生の先輩方が高校
の模擬授業を再現し、レベルアップした先輩方の雄姿を
みて意欲が喚起されたと思います。
　小中高共通のスローガン、｢一生懸命はかっこいい｣を
体現した高校生の先輩と北山高校の雰囲気に感化され、
北山高校を目指す生徒が増えることを期待します。

 北山学園プロジェクト連載　第52弾 （新城 敦 教育長）

プレ高校入試開催!

『
99
％
の
会
社
は
い
ら
な
い
』

堀
江 

貴
文 

著

　
「
仕
事
は
娯
楽
で
あ
り
、
趣
味
で
あ

り
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
る

べ
き
だ
」。
そ
う
ホ
リ
エ
モ
ン
は
言
い

切
る
。
ま
さ
に
そ
う
だ
。
日
々
の
仕
事

が
趣
味
の
よ
う
に
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
ど
ん
な
に
楽
し
い
だ
ろ
う
か
。
考

え
た
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
く
る
。
そ

う
は
い
っ
て
も
多
く
の
人
に
と
っ
て
現

実
は
そ
う
も
い
か
な
い
の
が
本
音
だ
ろ

う
。
そ
う
い
う
人
に
対
し
て
「
ち
ょ
っ

と
だ
け
勇
気
を
出
し
て
動
い
て
み
よ

う
」
と
勧
め
て
い
る
。
本
を
読
ん
で
わ

か
っ
た
気
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、

変
化
は
起
こ
ら
な
い
し
知
識
も
活
か
さ

れ
な
い
。
本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
実

行
し
て
こ
そ
、
本
の
役
割
が
果
た
さ
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。（
新
垣
）

図
書

だ
よ
り
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沖
縄
県
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
勝
し
た
藤
原
の
ぶ
さ
ん

　
「
地
区
で
は
３
位
で
ギ
リ
ギ
リ
で
の
県

大
会
出
場
で
し
た
。
先
生
達
の
支
え
が
あ
っ

て
念
願
の
優
勝
が
で
き
、
全
国
大
会
へ
行

け
る
こ
と
が
夢
の
よ
う
で
す
。
県
大
会
で

参
加
し
た
方
た
ち
の
分
も
全
国
で
一
番
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」

　
と
全
国
大
会
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。

　
喜
屋
武
村
長
は「
学
校
全
体
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
地
区
で
は
３
位
か
ら
県

大
会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
。

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
は
村
と
し
て

も
大
変
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
全
国
で
も

優
勝
を
目
指
し
て
下
さ
い
！
」と
激
励
し

ま
し
た
。

　
今
帰
仁
村
は
、
ハ
ワ
イ
の
短
期
留
学
や

優
秀
な
指
導
者
を
雇
用
し
て（
Ａ
Ｌ
Ｔ
な

ど)

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
子
ど
も
達
の
可
能
性
が
開
く
手
助
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
る
の
は
子
ど
も

達
次
第
で
す
が
、
村
と
し
て
も
子
ど
も
達

が
頑
張
れ
る
環
境
作
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
帰
仁
幼
稚
園
の
36
名
が
、
今

帰
仁
小
学
校
近
く
に
住
む
大
嶺
英

昭
さ
ん
の
畑
で
芋
ほ
り
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
土
に
触

れ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
初
め
て
土
に
足
を
つ
け
る

子
も
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
ス

コ
ッ
プ
や
手
を
使
っ
て
一
生
懸
命

芋
ほ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は「
お
っ
き
い
！
み

て
! !
」と
自
分
の
顔
ほ
ど
大
き
な

芋
を
自
慢
そ
う
に
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

▶
村
長
室
で
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
す
る
藤
原
さ
ん

▲大会への意気込みを英語で一言！“I do my best!”
　全国大会頑張ってください！

▲どろんこ芋ほり

英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
へ
！

英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
へ
！

英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
へ
！

10
／
25

10
／
25

10
／
25

10/

11 

ど
ろ
ん
こ

芋
ほ
り
体
験
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認可保育所（村立保育所・事業所内保育所）入所申込案内

入学準備金貸付制度 第２回募集

平成29年度

事業主のみなさまへ
村・県民税は特別徴収で
納めましょう！

高齢者（65歳以上）の

インフルエンザ予防接種について
村教育委員会幼保連携推進室
☎56-2645
今帰仁保育所 ☎56-2103
仲尾次保育所 ☎56-2112
中央保育所 ☎56-2741
仲宗根保育所 ☎56-5263

☆申込書受付期間　平成29年1月11日（水）～1月25日（水）（土曜日、日曜日・祝日は除く）
☆受付場所　村教育委員会 幼保連携推進室

受　　付
接種方法

受診期間

☆保育所名及び募集人員

★障害保育を希望される方は、申請時にその旨を申し出てください。

★入所に必要な書類

※おとわキッズ園（事業所内保育所）は定員19名のうち地域乳幼児枠9名が入所可能

保育所名（所在地） 定員 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児
今帰仁保育所（天底 91）
仲尾次保育所（仲尾次 684）
中央保育所（平敷 295）
仲宗根保育所（仲宗根 440-1）
おとわキッズ園（天底 222）

90人
60人
60人
70人

9人

20人
12人
12人
15人
3人

20人
12人
12人
15人
3人

20人
15人
15人
17人
ー

24人
18人
15人
17人
ー

6人
3人
6人
6人
3人

★各保育所の開所時間は、平日（月～金）は午前7時30分から午後6時30分まで、土曜日は午前7時30分から午後1
時まで。ただし、各保育所においては、土曜日の保育を、保護者の勤務などの状況に応じて午後1時から午後5時30
分まで行います。（ただし、おとわキッズ園（事務所内保育所）は平日（月～金）、土曜日ともに午前7時30分から午後
7時までとし、30分の延長保育（有料）を行います。）

　大学・短大・専門学校へ入学予定の保護者の皆さん、今年度より今帰仁村では入学準備金を無利子でお貸し致し
ます。AO入試や推薦入試、一般入試の入学金等、急な出費に対応します。

　今帰仁村保健センターが発送致しました
平成28年11月19日と12月11日の特定健診

「ご案内ハガキ」の受付時間に誤りがありま
した。深くお詫び申しあげますとともに、訂
正させていただきます。
× 誤りの記載内容
　 受付：午後8時30分～11時
〇 正しくは、
　 受付：午前8時30分～11時です。
大変ご迷惑をおかけしたことをお詫びします。

貸付条件　　①今帰仁村に2年以上居住している方　　　　　　　　　　　　　　　　貸付限度額　　30万円
　　　　　　②連帯保証人が1名いること(同居家族以外)
　　　　　　③大学、短大、専門学校へ入学を希望しているお子さんがいること
　　　　　　④村税等の滞納がないこと
募集期間　　平成28年12月1日（木）～平成29年1月13日（金）　　
申請書類
　①入学準備金借入申込書、家族調書(いずれも指定用紙)
　②保護者の世帯の収入を証明する書類(世帯で収入のある方全員分) 所得証明書、源泉徴収票のいずれか
　③連帯保証人の収入を証明する証書　　所得証明書、源泉徴収票のいずれか

1.認定申請所・利用申込書（入所申請書） ※児童１人につき1枚
2.児童の健康診断所（親子手帳持参）病院にて ※新規申込児童
3.住民票謄本（児童１人に付き1通） ※２人目からコピー可
4.就労証明書（職場から、自営業・農業などの方は民生委員からの照明）
5.所得課税証明書（平成28年度の市町村民税課税額がわかるもの）
　※住民課で保育所入所申し込み用と申請してください。
　※平成28年1月2日以降に今帰仁村に転入した方は、前住所地からの証明。
6.同意書
7.祖父母同居の方は祖父母の所得課税証明書、就労証明書が必要です。
8.その他（個々の必要に応じてお願いすることがあります）
◎申込書は12月21日（水）から配布します（土・日・祝日・年末年始は除く）。
　村教育委員会 幼保連携推進室の窓口か、各保育所でもらってください。
◎現在、村立の保育所に入所しているお子さんも、入所の手続きが必要です。
　各保育所をとおして入所申請の日程をお知らせします。
◎その他保育所に入所できる基準等詳しいことについては、右記村教育委員会
　幼保連携推進室 保育所事務担当（大城）に直接お問い合わせください。

連絡先

※詳しくは教育委員会へ　　学校教育課　☎56-2645

今帰仁村役場 住民課
住民税係 ☎56-2102

●お問い合わせ●

　従業員の給与から所得税は源泉徴収している
けれど、村・県民税は天引き(特別徴収)をしてい
ない」ということはありませんか？

　村・県民税の特別徴収とは…事業主(給与支払
者)が、毎月従業員に支払う給与から村・県民税
を天引きし、納入していただく制度です。
　所得税の源泉徴収義務のある事業主(給与支
払者)は特別徴収義務者として、法人・個人を問わ
ず、すべての従業員について村・県民税を特別徴
収していただく必要があります。
※パート・アルバイト・非常勤職員の方であって
　も特別徴収の対象となります。詳しくは住民税
　係までお問い合わせください。

沖縄県及び県内41市町村は、平成29年度
課税分から、原則すべての事業主を村・県
民税の特別徴収義務者に一斉指定します。対象者　①65歳以上の方

　　　　②60歳以上65歳未満の方で心臓、肝臓若しくは呼吸器の
　　　　　機能またはヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能低下
　　　　　のための障害者手帳1級程度の障害を有する方。

接種場所　村内の下記の医療機関で接種した場合のみ、村の補助
　　　　　 が適応さます。（但し、入院及び施設入所中の方は、村外
　　　　　 の医療機関での接種も可能）

接種を希望される方は、直接医療機関窓口で受付して
ください。

料　　金 予防接種にかかる費用のうち、1,500円を村が負担し、
差額は自己負担となります。（１人1回）（※ただし、生活
保護世帯の方は全額を負担いたします）

平成29年2月末まで

今帰仁診療所（☎56-3581）
北山病院（☎56-2339）

お詫び

11月1日～12月31日は
「沖縄県・全市町村一斉徴収強化月間」です！！

　沖縄県と県内41市町村は、税の公平・公正を確保するため、連携し
て全県一斉に徴収強化していきます。滞納者に対し、財産（預貯金、給
与、不動産、動産等）の差押など、滞納処分を集中的に行います。
　本村においても、この一環として、滞納者への徹底した滞納処分を
実施し、悪質な滞納者に対しては、タイヤロックの実施や、沖縄県と連
携し、差押えた財産の公売を実施します。
　期間中は、福祉保健課と連携し、村税及び国保税滞納者への夜間戸
別訪問を行い、自主納付の推進に向けた取り組みを行ないます。
▼本村での滞納処分状況（平成27年度）

（軽自動車へのタイヤロック実施状況）

県税・市町村税の納め
忘れはありませんか？

内容 件数 差押額（円） 徴収額（円） 未収額（円）
給与
預金

不動産
自動車

計

ー
26
ー
0

26

3,044,962
ー
0

3,044,962

2,256,056
ー
0

2,256,056

788,906
ー
0

788,906

12月は固定資産税 第3期の納期限です
　平成26年度より各税の1期に1年分（第1～4期分）をまとめ
て発送しています。当初発送した納付書で12月26日（月）まで
に固定資産税 第3期分の納付を忘れずにお願いいたします。

　各税の納付書は1年分を当初に一度しか発送しませんので、　
　転居または村外へ転出される場合は、忘れずにお持ちください。

村税（固定資産税・村・県民税・軽自動車税）の納期一覧

◎転居または転出される場合

　当初に一括送付した納付書を紛失した場合は、役場住民課、
　各税担当者へお問い合わせください。再発行いたします。

◎納付書を紛失した場合
【村税に関する問い合わせ先】
村役場住民課　収納係　固定資産税係
住民税・軽自動車税係 ☎56-2102

お問い合わせ
村役場住民課 固定資産税係 住民税係

収納係 ☎56-2102

【国保税に関する問い合わせ先】
村役場福祉保健課　国保税係 ☎56-4189

第1期 納期限 第2期 納期限 第3期 納期限 第4期 納期限
平成28年
5月2日

平成28年
8月1日

平成29年
2月28日

平成28年
12月26日

平成28年
6月30日
平成28年
5月31日

平成28年
8月31日

平成29年
1月31日

平成28年
10月31日

固
定

資
産
税
村・県民

税
軽
自
動

車
税

今帰仁村役場
保険センター
☎56-1234

●お問い合わせ先
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認可保育所（村立保育所・事業所内保育所）入所申込案内

入学準備金貸付制度 第２回募集

平成29年度

事業主のみなさまへ
村・県民税は特別徴収で
納めましょう！

高齢者（65歳以上）の

インフルエンザ予防接種について
村教育委員会幼保連携推進室
☎56-2645
今帰仁保育所 ☎56-2103
仲尾次保育所 ☎56-2112
中央保育所 ☎56-2741
仲宗根保育所 ☎56-5263

☆申込書受付期間　平成29年1月11日（水）～1月25日（水）（土曜日、日曜日・祝日は除く）
☆受付場所　村教育委員会 幼保連携推進室

受　　付
接種方法

受診期間

☆保育所名及び募集人員

★障害保育を希望される方は、申請時にその旨を申し出てください。

★入所に必要な書類

※おとわキッズ園（事業所内保育所）は定員19名のうち地域乳幼児枠9名が入所可能

保育所名（所在地） 定員 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児
今帰仁保育所（天底 91）
仲尾次保育所（仲尾次 684）
中央保育所（平敷 295）
仲宗根保育所（仲宗根 440-1）
おとわキッズ園（天底 222）

90人
60人
60人
70人

9人

20人
12人
12人
15人
3人

20人
12人
12人
15人
3人

20人
15人
15人
17人
ー

24人
18人
15人
17人
ー

6人
3人
6人
6人
3人

★各保育所の開所時間は、平日（月～金）は午前7時30分から午後6時30分まで、土曜日は午前7時30分から午後1
時まで。ただし、各保育所においては、土曜日の保育を、保護者の勤務などの状況に応じて午後1時から午後5時30
分まで行います。（ただし、おとわキッズ園（事務所内保育所）は平日（月～金）、土曜日ともに午前7時30分から午後
7時までとし、30分の延長保育（有料）を行います。）

　大学・短大・専門学校へ入学予定の保護者の皆さん、今年度より今帰仁村では入学準備金を無利子でお貸し致し
ます。AO入試や推薦入試、一般入試の入学金等、急な出費に対応します。

　今帰仁村保健センターが発送致しました
平成28年11月19日と12月11日の特定健診

「ご案内ハガキ」の受付時間に誤りがありま
した。深くお詫び申しあげますとともに、訂
正させていただきます。
× 誤りの記載内容
　 受付：午後8時30分～11時
〇 正しくは、
　 受付：午前8時30分～11時です。
大変ご迷惑をおかけしたことをお詫びします。

貸付条件　　①今帰仁村に2年以上居住している方　　　　　　　　　　　　　　　　貸付限度額　　30万円
　　　　　　②連帯保証人が1名いること(同居家族以外)
　　　　　　③大学、短大、専門学校へ入学を希望しているお子さんがいること
　　　　　　④村税等の滞納がないこと
募集期間　　平成28年12月1日（木）～平成29年1月13日（金）　　
申請書類
　①入学準備金借入申込書、家族調書(いずれも指定用紙)
　②保護者の世帯の収入を証明する書類(世帯で収入のある方全員分) 所得証明書、源泉徴収票のいずれか
　③連帯保証人の収入を証明する証書　　所得証明書、源泉徴収票のいずれか

1.認定申請所・利用申込書（入所申請書） ※児童１人につき1枚
2.児童の健康診断所（親子手帳持参）病院にて ※新規申込児童
3.住民票謄本（児童１人に付き1通） ※２人目からコピー可
4.就労証明書（職場から、自営業・農業などの方は民生委員からの照明）
5.所得課税証明書（平成28年度の市町村民税課税額がわかるもの）
　※住民課で保育所入所申し込み用と申請してください。
　※平成28年1月2日以降に今帰仁村に転入した方は、前住所地からの証明。
6.同意書
7.祖父母同居の方は祖父母の所得課税証明書、就労証明書が必要です。
8.その他（個々の必要に応じてお願いすることがあります）
◎申込書は12月21日（水）から配布します（土・日・祝日・年末年始は除く）。
　村教育委員会 幼保連携推進室の窓口か、各保育所でもらってください。
◎現在、村立の保育所に入所しているお子さんも、入所の手続きが必要です。
　各保育所をとおして入所申請の日程をお知らせします。
◎その他保育所に入所できる基準等詳しいことについては、右記村教育委員会
　幼保連携推進室 保育所事務担当（大城）に直接お問い合わせください。

連絡先

※詳しくは教育委員会へ　　学校教育課　☎56-2645

今帰仁村役場 住民課
住民税係 ☎56-2102

●お問い合わせ●

　従業員の給与から所得税は源泉徴収している
けれど、村・県民税は天引き(特別徴収)をしてい
ない」ということはありませんか？

　村・県民税の特別徴収とは…事業主(給与支払
者)が、毎月従業員に支払う給与から村・県民税
を天引きし、納入していただく制度です。
　所得税の源泉徴収義務のある事業主(給与支
払者)は特別徴収義務者として、法人・個人を問わ
ず、すべての従業員について村・県民税を特別徴
収していただく必要があります。
※パート・アルバイト・非常勤職員の方であって
　も特別徴収の対象となります。詳しくは住民税
　係までお問い合わせください。

沖縄県及び県内41市町村は、平成29年度
課税分から、原則すべての事業主を村・県
民税の特別徴収義務者に一斉指定します。対象者　①65歳以上の方

　　　　②60歳以上65歳未満の方で心臓、肝臓若しくは呼吸器の
　　　　　機能またはヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能低下
　　　　　のための障害者手帳1級程度の障害を有する方。

接種場所　村内の下記の医療機関で接種した場合のみ、村の補助
　　　　　 が適応さます。（但し、入院及び施設入所中の方は、村外
　　　　　 の医療機関での接種も可能）

接種を希望される方は、直接医療機関窓口で受付して
ください。

料　　金 予防接種にかかる費用のうち、1,500円を村が負担し、
差額は自己負担となります。（１人1回）（※ただし、生活
保護世帯の方は全額を負担いたします）

平成29年2月末まで

今帰仁診療所（☎56-3581）
北山病院（☎56-2339）

お詫び

11月1日～12月31日は
「沖縄県・全市町村一斉徴収強化月間」です！！

　沖縄県と県内41市町村は、税の公平・公正を確保するため、連携し
て全県一斉に徴収強化していきます。滞納者に対し、財産（預貯金、給
与、不動産、動産等）の差押など、滞納処分を集中的に行います。
　本村においても、この一環として、滞納者への徹底した滞納処分を
実施し、悪質な滞納者に対しては、タイヤロックの実施や、沖縄県と連
携し、差押えた財産の公売を実施します。
　期間中は、福祉保健課と連携し、村税及び国保税滞納者への夜間戸
別訪問を行い、自主納付の推進に向けた取り組みを行ないます。
▼本村での滞納処分状況（平成27年度）

（軽自動車へのタイヤロック実施状況）

県税・市町村税の納め
忘れはありませんか？

内容 件数 差押額（円） 徴収額（円） 未収額（円）
給与
預金

不動産
自動車

計

ー
26
ー
0

26

3,044,962
ー
0

3,044,962

2,256,056
ー
0

2,256,056

788,906
ー
0

788,906

12月は固定資産税 第3期の納期限です
　平成26年度より各税の1期に1年分（第1～4期分）をまとめ
て発送しています。当初発送した納付書で12月26日（月）まで
に固定資産税 第3期分の納付を忘れずにお願いいたします。

　各税の納付書は1年分を当初に一度しか発送しませんので、　
　転居または村外へ転出される場合は、忘れずにお持ちください。

村税（固定資産税・村・県民税・軽自動車税）の納期一覧

◎転居または転出される場合

　当初に一括送付した納付書を紛失した場合は、役場住民課、
　各税担当者へお問い合わせください。再発行いたします。

◎納付書を紛失した場合
【村税に関する問い合わせ先】
村役場住民課　収納係　固定資産税係
住民税・軽自動車税係 ☎56-2102

お問い合わせ
村役場住民課 固定資産税係 住民税係

収納係 ☎56-2102

【国保税に関する問い合わせ先】
村役場福祉保健課　国保税係 ☎56-4189

第1期 納期限 第2期 納期限 第3期 納期限 第4期 納期限
平成28年
5月2日

平成28年
8月1日

平成29年
2月28日

平成28年
12月26日

平成28年
6月30日
平成28年
5月31日

平成28年
8月31日

平成29年
1月31日

平成28年
10月31日

固
定

資
産
税
村・県民

税
軽
自
動

車
税

今帰仁村役場
保険センター
☎56-1234

●お問い合わせ先
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今
帰
仁
自
動
車
学
校
に
て
、
本
部

警
察
署
主
催
の
自
動
車
学
校
を
活
用

し
た
飲
酒
運
転
実
体
験
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
体
験
に
は
村
青
年
会
及

び
本
部
地
区
交
通
安
全
協
会
が
参
加

し
飲
酒
を
し
た
の
ち
に
自
動
車
学
校

で
実
際
に
運
転
を
行
い
ま
し
た
。

　
飲
む
前
に
は「
意
外
と
大
丈
夫
だ

と
思
い
ま
す
」と
答
え
て
い
た
方
も

ス
ピ
ー
ド
が
出
す
ぎ
た
り
、
酒
気
帯

び
規
定
値
を
数
倍
近
く
超
え
て
い
た

方
に
至
っ
て
は
駐
車
が
で
き
ず
縁
石

に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
状
況
と
な
り

ま
し
た
。

　
楽
し
く
飲
ん
で
自
分
で
は
、
大
丈

夫
だ
と
思
っ
て
い
て
も
本
人
で
は
気

づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
判
断
が
ズ
レ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始

に
か
け
飲
酒
が
多
い
時
期
に
な
り
ま

す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
飲
酒
運
転
は
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　沖縄県総合運動公園陸上競技場において、第52回沖縄県身体障害者スポーツ大会が開催され今帰仁村からは７
名の選手が参加しました。
　大会では、フライングディスク競技に6名、車いす200ｍ走に１名、競技に挑み日ごろの練習の成果を発揮しました。
　今回、ボランティアとして今帰仁中学校の生徒10名が参加。車いす介助や聴覚障害の方には筆談でのコミュニケー
ションをはかるなどサポートを行いました。
　村身体障害者福祉協会の玻名城会長は「１位から３位までに4人の選手が入賞しました。各自取り組んできた成
果と中学生ボランティア並びにスタッフの皆さんの協力のおかげです」と喜びと感謝を述べました。
　選手もサポートメンバーも共に活躍したスポーツ大会でした。

10/8　共に頑張るスポーツ大会

▶
飲
酒
運
転
０（
ゼ
ロ
）に
！

9
／
28

　
自
動
車
学
校

で
飲
酒
運
転
!?

▲慎重～にぶつかりました

ゴンッ!!
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10
／
19
に
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
森
の
名
手
・

名
人
に
認
定
さ
れ
た
国
吉
春
子
さ
ん（
98
歳
）27
歳
か
ら
71
年
間
わ
ら

び
細
工
を
作
り
継
承
し
て
い
る
。

　
「
は
じ
め
は
従
妹
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
は（
作
り
手
は
）

今
泊
に
20
名
く
ら
い
は
い
た
。
わ
ら
び
を
山
に
入
っ
て
探
す
の
が
大

変
だ
っ
た
」と
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
の
秘
訣
は「（
わ
ら
び
細
工
を
）作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
。

子
ど
も
達
、
孫
、
ひ
孫
達
を
見
て
い
き
た
い
。
100
歳
ま
で
生
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
孫
・
ひ
孫
の
成
長
を
見
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
帰
仁
村
建
設
業
協
会（
山
川
宗
一
会
長
）が
今
帰
仁
酒

造
か
ら
運
動
公
園
ま
で
の
歩
道
の
草
刈
り
や
沿
道
の
清
掃

作
業
と
ま
つ
り
の
舞
台
設
営
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
毎
年
作
業
に
参
加
し
て
頂
き
地
域
の
裏
方
と
し
て
支
え

て
い
ま
す
。

　
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
謝
名
区
に
あ
る
慰
霊
塔
に
お
い
て
、
平
和

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
村
遺
族
会
の
仲
嶺
盛
治
氏
は「
71
年
前
の

戦
争
が
昨
日
、
一
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
感

じ
る
。
世
界
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
平
和
と

は
な
ん
ぞ
や
？
と
思
い
毎
日
祈
る
よ
う
な

日
々
。
本
当
に
戦
争
は
起
こ
っ
て
欲
し
く
な

い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　
戦
争
で
失
っ
た
尊
い
命
の
上
に
現
在
の
日

本
の
発
展
が
あ
り
、
平
和
に
暮
ら
せ
る
こ
と

が
当
た
り
前
に
思
え
る
日
々
。

　
戦
争
を
忘
れ
ず
次
の
世
代
に
も
平
和
を
残

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
帰
仁
人
ぬ
宝

今
帰
仁
人
ぬ
宝

む
ら
ん
ち
ゅ

む
ら
ん
ち
ゅ

サ
ー
テ
ィ
ー
ン

サ
ー
テ
ィ
ー
ン

P
a
r
t

P
a
r
t
ⅩⅢⅩⅢ

▶
国
吉
春
子
さ
ん

　
わ
ら
び
細
工
を
息
子
さ
ん
に
継
承
し

て
い
る
そ
う
で
す

▶
沿
道
の
清
掃

◀
春
子
さ
ん
の
作
品

◀
手
際
が
い
い
で
す
ね

10/

20  

平
和
を
願
い

10
／
16
・
25 

建
設
業
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア



10(2016年）平成28年12月1日

年末年始のごみ収集・清掃組合のごみ受入日程について

政治家の寄附は禁止、
有権者が求めることも禁止されています

ごみ収集運搬業務委託のお知らせ

・平成28年12月31日（土）まで行います。
・平成29年1月1日（日）～3日（火）はお休みです。
・平成29年1月4日（水）より収集業務を開始します。

　村役場住民課では、平成29年度から契約する生活系ごみ（家庭系ごみ）収集運搬業務受託者を
募集いたします。応募資格等詳しい内容につきましては、村広報誌平成29年2月号に掲載します。

お問い合わせ　役場住民課 環境衛生係 ☎56-2102
　　　　　　　清掃施設組合（環境美化センター）（本部町字北里１８２） ☎48-3171

☆一般家庭ごみの収集業務

・平成28年12月31日（土）まで受け入れを行います。
 受け入れ時間　　午前9：00 ～ 午前11：50
　　　　　　　　 午後1：00 ～ 午後4：50　
・平成29年1月1日（日）～3日（火）はお休みです。
・平成29年1月4日（水）より業務開始します。　毎週日曜日は休業です。
※一時多量ごみ（一度に5袋以上を出す場合）は村で収集は行いません。
※粗大ごみを村で収集する場合は事前予約が必要ですが、平成28年12月28日（水）から平成29年1月3
　日（火）まで予約受付は致しません。ご理解とご協力をお願いします。
　お急ぎの方や多量ごみについては、清掃施設組合へ直接搬入をしてください。
※清掃施設組合へ直接搬入される際は、必ず予約連絡のうえ搬入をお願いします。

年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンでが、政治家が選挙区内の人に、お金や
物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも
禁止されています。下記の①から④まで及び⑥の項目によって処罰されると、公民権停止 の対象となり
ます。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

※指定ごみ袋（もえるごみ）、粗大ごみ処理券を使用していないごみは受け入れできません。
※分別ができていないごみは受け入れしませんので、ご理解とご協力をお願いします。
ごみの分け方・出し方を守ってごみの減量化に努めるようにご協力ください。

☆清掃施設組合（環境美化センター）への直接搬入

※「公民権停止」とは？　選挙への立候補、選挙での投票、選挙運動への参加等が禁止されること。

※

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な
関
係
を
保
ち
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を

実
現
す
る
た
め
に
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄
附
を

す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ

ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

政
治
家
以
外
の
者
が
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ

と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　第
38
回
今
帰
仁
郷
友
会
大
運
動
会
が
浦
添
市
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　運
動
会
で
は
、
謝
名
・
越
地
チ
ー
ム
が
初
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　玉
城
越
地
区
長
は
「
悲
願
の
初
優
勝
！
最
近
は
地
元
か
ら

の
参
加
が
少
な
い
の
で
も
っ
と
村
内
か
ら
の
参
加
が
増
え
て

欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　村
内
外
に
い
る
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
。
繋
が
り
は
い
つ
ま
で
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

11
／
14
、
68
年
ぶ
り
と
話
題
に
な
っ

た
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
。
村
役
場
前
で

も
撮
れ
ま
し
た
。
地
球
の
周
り
を
楕

円
軌
道
で
公
転
し
て
い
る
月
が
地
球

に
最
も
近
づ
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
満

月
に
な
っ
た
月
。
次
に
見
れ
る
の
は

2
0
1
8
年
1
月
1
日
で
、
同
じ
く

ら
い
近
く
な
る
の
は
2
0
3
4
年
、

18
年
後
だ
そ
う
で
す
。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
や
親
族
に
対
す
る
も
の
及
び

　政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の

　補
償
は
、
禁
止
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
（
政
治
教
育

　集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料

　の
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対
す
る

　も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

●
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る

　祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典
は
違
法
で
す
が
、
　

　罰
則
の
対
象
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
す
（
選
挙
に
関
し

　て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超

　え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
）。

❶
政
治
家
の
寄
附
に
禁
止

　後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
、花
輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
、こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、後
援
団
体
の
設

立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄

附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、そ
の
時
期
や
名
義
の
い

か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❹
後
援
団
体
の
寄
附
に
禁
止

　政
治
家
は
、選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、答
礼

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、年
賀
状・暑
中

見
舞
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
電
報
等
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

❺
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　政
治
家
や
、後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、選

挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、主
と
し
て
あ
い
さ
つ

を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ

ビ・ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❻
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体
や
会
社

が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏

名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❸
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘
や
要
求

を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威

迫
し
て
、
あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選

挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

❷
政
治
家
に
対
す
る

　寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

みんなで徹底しよう 秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

病気見舞 お歳暮・
お年賀

入学祝・
卒業祝

葬儀の花輪・
供花

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の
差入

町内会の集会・旅行等の
催物への寸志・
飲食物の
差入

三ない運動

求めない！

これらのもの、政治家の
寄附禁止の対象となります。

贈らない！
受け

取らない！

総務省 なるほど！ 選挙「寄附の禁止」 総務省 寄附の禁止 検索 （公財）明るい選挙推進協会 明るい選挙推進協会 三ない運動 検索

お問い合わせ　県選挙管理委員会　TEL.098-866-2141　FAX.098-869-0289

謝
名
・
越
地
チ
ー
ム

　
　郷
友
会
大
運
動
会
で
初
優
勝
！

11/6

▲開会式

▲優勝した謝名・越地チーム
▲カメラの露出補正-2～-3で綺麗に撮れました。

平成29年度平成29年度

新年の集い新年の集い
日時：平成29年1月4日（水）午後4時～
場所：村コミュニティーセンター
会費：1,000円（当日徴収）
※どなたでも参加できます。どうぞ、お気軽にご参加ください。

※「スーパームーン」は天文学の正式な用語ではなく、定義もはっきりしていないそうです。

※



11 (2016年）平成28年12月1日

年末年始のごみ収集・清掃組合のごみ受入日程について

政治家の寄附は禁止、
有権者が求めることも禁止されています

ごみ収集運搬業務委託のお知らせ

・平成28年12月31日（土）まで行います。
・平成29年1月1日（日）～3日（火）はお休みです。
・平成29年1月4日（水）より収集業務を開始します。

　村役場住民課では、平成29年度から契約する生活系ごみ（家庭系ごみ）収集運搬業務受託者を
募集いたします。応募資格等詳しい内容につきましては、村広報誌平成29年2月号に掲載します。

お問い合わせ　役場住民課 環境衛生係 ☎56-2102
　　　　　　　清掃施設組合（環境美化センター）（本部町字北里１８２） ☎48-3171

☆一般家庭ごみの収集業務

・平成28年12月31日（土）まで受け入れを行います。
 受け入れ時間　　午前9：00 ～ 午前11：50
　　　　　　　　 午後1：00 ～ 午後4：50　
・平成29年1月1日（日）～3日（火）はお休みです。
・平成29年1月4日（水）より業務開始します。　毎週日曜日は休業です。
※一時多量ごみ（一度に5袋以上を出す場合）は村で収集は行いません。
※粗大ごみを村で収集する場合は事前予約が必要ですが、平成28年12月28日（水）から平成29年1月3
　日（火）まで予約受付は致しません。ご理解とご協力をお願いします。
　お急ぎの方や多量ごみについては、清掃施設組合へ直接搬入をしてください。
※清掃施設組合へ直接搬入される際は、必ず予約連絡のうえ搬入をお願いします。

年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンでが、政治家が選挙区内の人に、お金や
物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも
禁止されています。下記の①から④まで及び⑥の項目によって処罰されると、公民権停止 の対象となり
ます。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

※指定ごみ袋（もえるごみ）、粗大ごみ処理券を使用していないごみは受け入れできません。
※分別ができていないごみは受け入れしませんので、ご理解とご協力をお願いします。
ごみの分け方・出し方を守ってごみの減量化に努めるようにご協力ください。

☆清掃施設組合（環境美化センター）への直接搬入

※「公民権停止」とは？　選挙への立候補、選挙での投票、選挙運動への参加等が禁止されること。

※

政
治
家
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有
権
者
の
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ン
な
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を
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、
お
金
の
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か
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実
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禁
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の
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ま
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う
。
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し
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時
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に
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、
罰
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禁
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い
ま
す
。
ま
た

政
治
家
以
外
の
者
が
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ

と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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で
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ら

の
参
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が
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な
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の
で
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と
村
内
か
ら
の
参
加
が
増
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と
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ま
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。
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外
に
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る
ナ
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ジ
ン
チ
ュ
。
繋
が
り
は
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つ
ま
で
も

大
切
に
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い
き
た
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で
す
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。
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年
ぶ
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で
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が
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に
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。
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れ
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年
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で
す
。

●
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政
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や
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も
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及
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　政
治
教
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会
に
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要
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を
得
な
い
実
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の
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、
禁
止
の
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ま
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育
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会
に
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す
る
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費
の
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の
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ち
、
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事
や
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事
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　の
提
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は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の
支
部
に
対
す
る

　も
の
は
除
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れ
ま
す
。

●
政
治
家
本
人
が
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す
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結
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披
露
宴
に
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る

　祝
儀
、
葬
式
や
通
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に
お
け
る
香
典
は
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法
で
す
が
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　罰
則
の
対
象
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
す
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選
挙
に
関
し
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な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超

　え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
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❶
政
治
家
の
寄
附
に
禁
止

　後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、選
挙
区
内
に

あ
る
者
に
対
し
て
、花
輪
・
供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
、こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
し
た
り
、後
援
団
体
の
設

立
目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄

附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、そ
の
時
期
や
名
義
の
い

か
ん
に
関
わ
ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❹
後
援
団
体
の
寄
附
に
禁
止

　政
治
家
は
、選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、答
礼

の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、年
賀
状・暑
中

見
舞
状
等
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状（
電
報
等
も
含
む
）

を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

❺
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　政
治
家
や
、後
援
団
体（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）が
、選

挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、主
と
し
て
あ
い
さ
つ

を
目
的
と
す
る
有
料
の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ

ビ・ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、あ
い
さ
つ
を

目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❻
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団
体
や
会
社

が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
政
治
家
の
氏

名
を
表
示
し
た
り
、
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方

法
で
寄
附
を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

❸
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧
誘
や
要
求

を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
を
威

迫
し
て
、
あ
る
い
は
、
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選

挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

❷
政
治
家
に
対
す
る

　寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

みんなで徹底しよう 秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

病気見舞 お歳暮・
お年賀

入学祝・
卒業祝

葬儀の花輪・
供花

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典

お祭りへの
寄附・差入

落成式・
開店祝等の
花輪

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の
差入

町内会の集会・旅行等の
催物への寸志・
飲食物の
差入

三ない運動

求めない！

これらのもの、政治家の
寄附禁止の対象となります。

贈らない！
受け

取らない！

総務省 なるほど！ 選挙「寄附の禁止」 総務省 寄附の禁止 検索 （公財）明るい選挙推進協会 明るい選挙推進協会 三ない運動 検索

お問い合わせ　県選挙管理委員会　TEL.098-866-2141　FAX.098-869-0289

謝
名
・
越
地
チ
ー
ム

　
　郷
友
会
大
運
動
会
で
初
優
勝
！

11/6

▲開会式

▲優勝した謝名・越地チーム
▲カメラの露出補正-2～-3で綺麗に撮れました。

平成29年度平成29年度

新年の集い新年の集い
日時：平成29年1月4日（水）午後4時～
場所：村コミュニティーセンター
会費：1,000円（当日徴収）
※どなたでも参加できます。どうぞ、お気軽にご参加ください。

※「スーパームーン」は天文学の正式な用語ではなく、定義もはっきりしていないそうです。

※



３週連続祭りだ！まつり！３週連続祭りだ！まつり！ 今帰仁村でお祭りだぁ！！今帰仁村でお祭りだぁ！！
今帰仁ハーリーカーニバル今帰仁ハーリーカーニバル2310/

29・3010/

今帰仁今帰仁 まつりまつり第７回第７回

第４回
いいな運天港いち

ゃり場まつり第４回
いいな運天港いち

ゃり場まつり

①②男女とも優勝はガナーズでした ③レース風景。初心者は腕パンパンになります ④毎
年恒例の腕相撲大会レフリーが一番強いです ⑤字別対抗レースは平均年齢40オーバーの
上運天消防団でした。すごい！

①ゆかたコンテスト受賞者のみなさん ②闘牛大会、
20分以上続く戦いもありました ③字別対抗三輪車
レース ④パークゴルフ ⑤初日に花火がありました 
⑥今帰仁村観光大使 大城バネサさん 

→⑦⑧ぬるヌル相撲、鹿児島県和泊町からも参加
がありました ⑨歌と踊りの祭典 ⑩展示会場にはた
くさんの作品がありました

①三村泡盛合わせ ②伊平屋村青年会のエイサー ③④フェリーいぜな尚円で羽地内海と古宇
利島裏まで遊覧。絶景がいっぱい ⑤伊是名尚円太鼓迫力あります ⑥仲宗根青年会エイサー
青年がいっぱいいる！ ⑦北山高校フラダンス部

3
歳
児
虫
歯
ゼ
ロ
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

511/

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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第3回第3回
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20分以上続く戦いもありました ③字別対抗三輪車
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がありました ⑨歌と踊りの祭典 ⑩展示会場にはた
くさんの作品がありました

①三村泡盛合わせ ②伊平屋村青年会のエイサー ③④フェリーいぜな尚円で羽地内海と古宇
利島裏まで遊覧。絶景がいっぱい ⑤伊是名尚円太鼓迫力あります ⑥仲宗根青年会エイサー
青年がいっぱいいる！ ⑦北山高校フラダンス部

3
歳
児
虫
歯
ゼ
ロ
表
彰
者
の
み
な
さ
ん

511/

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

① ①

①②

④

⑤

⑥

⑦

③

③

②

⑤

⑥

⑦ ⑧

⑩

⑨

④

②

③

④ ⑤

→

第3回第3回



14(2016年）平成28年12月1日

12月／師走（しわす）
○婦人検診　13：45～15：30
○新春ロードレース大会 申込み締切

○仲尾次保育所 おゆうぎ会

○小学校 振替休日

○高齢者学級　14：00（中央公民館講堂）
□老人会理事会　14：00～（社協2F）

○仲宗根保育所 おゆうぎ会

○1歳６ヶ月児・３歳児健診

○兼次小学校 学級保護者会
○新春ロードレース大会 申込み締切

○防犯 駅伝大会

○中央保育所 おゆうぎ会　○乳児健診

○今帰仁小学校 酒田市少年の翼児童交流

○北山高校 ロードレース・駅伝大会
○今帰仁小学校 芸術鑑賞会

○酒田市少年の翼来村（～13日）
○住民健診 (保健センター）

○天底小学校・今帰仁小学校 学級保護者会、
　高野誠先生 講演会 コミセン　19：00～

天皇誕生日○兼次小学校 学習発表会、今帰仁小学校 学芸会、
　天底小学校 発表会・学推報告会
○健康ウォーキングの集い　7：00～（運動公園）

○健康相談(保健センター)………   9:00～11:30
　　　　　　　　　　　　　　　(祝祭日は休み)

○印は役場の事業です。□印は社会福祉協議会の事業です。★印はNPO法人ナスクの事業です。

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

水

木
金

土

日

月

火

水

木

金

土

○２学期終業式　○献血　9：00～16：00（役場駐車場）
○婦人検診　受付13：15～15：00（保健センター）

□出張理髪事業　9：00～16：00（～22日）
□歳末たすけあい物品配布（～22日）
○年末年始の交通安全運動県民大会 出発式　16：00～（コミセン）

□ハッピークリスマス会（コミセン）

○冬休み 夜間パトロール

○官公庁 御用納め

○成人式　○新年の集い　16：00～　○官公庁 御用始め

○３学期 始業式

□新春ふれあい もちつき大会　10：00～（社協）

○第12回 新春歩け歩け大会　受付8：00 村運動公園体育館前
○新春ロードレース大会

1
2
3
4
5
6
7
8

日

月

火

水

木

金

土

日

1月／睦月（むつき）

★ナスクへのお問い合わせ
　　　　　　　☎ 56-5955
□村社会福祉協議会への
お問い合わせ　☎ 56-4742
保健センターへの
お問い合わせ　☎ 56-1234

※主催者側の都合により、変更する
　場合がございます。おでかけ前に
　ご確認ください。

毎週火曜日

毎週月曜日

○操体法教室（クラブハウス）……14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　　　 （祝祭日は休み）
★ウエイト＆朝トレ………………10:00～12:00
★ナスクキッズ（小学生向け水泳教室）…17:30～18:30
□子ども・若者相談………………14:00～16:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　（社協2F）

毎週水曜日
★ZUMBAゴールド………………10:00～12:00
★のびのびアクア…………………15:00～16:00
★ZUMBA…………………………19:30～20:30

毎週木曜日
★体力アップステーション………10:00～11:30

毎週金曜日
★泳ごう会…………………………19:00～20:00

日4

1
2
3

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

木

金

土

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

ご
寄
付

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
内
田
惠
子
様（
諸
志
1
6
0
）よ
り
夫
、

　故
巖
様
の
香
典
返
し
と
し
て
10
万
円

○
上
間
チ
エ
様（
宜
野
湾
市
）よ
り
夫
、

　故
道
夫
様
の
香
典
返
し
と
し
て
10
万
円

○
玉
城
照
子
様（
平
敷
1
2
8
3
）よ
り
夫
、

　故
久
一
様
の
香
典
返
し
と
し
て
5
万
円

※

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
の
村
長
の
動
き

平成28年 各字特定健診受診率

特定健診＆健康相談で家計節約！？特定健診＆健康相談で家計節約！？

最後の集団健診は以下の表のとおりです。
各字で健診を受けられなかった方は個別健診(病院)でも受けることができます。ぜひご利用ください。

　平成28年度の住民健診は始まっていますが、みなさん健診は受けられましたか？さて健診
を受けている人と健診を受けていない人では1人あたりの生活習慣病にかかる医療費に差が
あることがわかりました。
　生活習慣病の治療をされている方で ①健診を受診している人と ②健診を受診していない
人では生活習慣病の治療費が約10倍違います。その差の1つに健診を受けられた方は保健指
導(保健師、看護師、栄養士による生活習慣改善のための相談)を受けられた方が多く、早めに
対処することで重症になる前に対応できていることが挙げられます。ぜひ年に1度は健診で体
の総合チェックと保健指導をご活用ください！

第１ 日曜日は 健康の日！！
第９8回 村民パークゴルフ 定例会結果

優勝
2位
3位

105
107
108

－27
－25
－24

謝名
諸志
仲宗根

木村　清治
山﨑　眞彌
喜屋武　浩

（11月6日実施・40名参加）

（今回は36ホール・パー132のストロークプレイ　ハンディキャップ制）

申し込は、大会前の金曜日午前中まで（期限厳守）
参加費はお一人：1,000円（プレイ代＋賞品代）

パークゴルフは
誰にでもプレー
を楽しむことが
できる簡単なス
ポーツです。多く
の村民の皆様の
参加をお待ちし
ています！！

次回開催は12月4日（日）です。
お問い合わせ　今帰仁村 保健センター ☎56-1234　今帰仁村 福祉保健課 ☎56-4189

元旦

振替休日

集団健診日程：
12月11日 (日 )

受付：午前８時30 分～11時

場所：保健センター

速報

※この表は左から平成27年度 健診受診者が多かった順になっています

平成28年11月11日時点

（国保データベースシステム：今帰仁村）

H27
1位

H27
2位

H27
3位

健診を受けている人の
生活習慣病治療費

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

健診を受けてない人の
生活習慣病治療費

①

②

約5千円
（5,312 円）

約5万円
（51,207 円）

約10倍
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12月／師走（しわす）
○婦人検診　13：45～15：30
○新春ロードレース大会 申込み締切

○仲尾次保育所 おゆうぎ会

○小学校 振替休日
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○中央保育所 おゆうぎ会　○乳児健診

○今帰仁小学校 酒田市少年の翼児童交流

○北山高校 ロードレース・駅伝大会
○今帰仁小学校 芸術鑑賞会

○酒田市少年の翼来村（～13日）
○住民健診 (保健センター）

○天底小学校・今帰仁小学校 学級保護者会、
　高野誠先生 講演会 コミセン　19：00～

天皇誕生日○兼次小学校 学習発表会、今帰仁小学校 学芸会、
　天底小学校 発表会・学推報告会
○健康ウォーキングの集い　7：00～（運動公園）

○健康相談(保健センター)………   9:00～11:30
　　　　　　　　　　　　　　　(祝祭日は休み)

○印は役場の事業です。□印は社会福祉協議会の事業です。★印はNPO法人ナスクの事業です。
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○２学期終業式　○献血　9：00～16：00（役場駐車場）
○婦人検診　受付13：15～15：00（保健センター）

□出張理髪事業　9：00～16：00（～22日）
□歳末たすけあい物品配布（～22日）
○年末年始の交通安全運動県民大会 出発式　16：00～（コミセン）

□ハッピークリスマス会（コミセン）

○冬休み 夜間パトロール

○官公庁 御用納め

○成人式　○新年の集い　16：00～　○官公庁 御用始め

○３学期 始業式

□新春ふれあい もちつき大会　10：00～（社協）

○第12回 新春歩け歩け大会　受付8：00 村運動公園体育館前
○新春ロードレース大会

1
2
3
4
5
6
7
8

日

月

火

水

木

金

土

日

1月／睦月（むつき）

★ナスクへのお問い合わせ
　　　　　　　☎ 56-5955
□村社会福祉協議会への
お問い合わせ　☎ 56-4742
保健センターへの
お問い合わせ　☎ 56-1234

※主催者側の都合により、変更する
　場合がございます。おでかけ前に
　ご確認ください。

毎週火曜日

毎週月曜日

○操体法教室（クラブハウス）……14:00～15:00
　　　　　　　　　　　　　　 （祝祭日は休み）
★ウエイト＆朝トレ………………10:00～12:00
★ナスクキッズ（小学生向け水泳教室）…17:30～18:30
□子ども・若者相談………………14:00～16:00
　　　　　　　　　　　　　　　　　（社協2F）

毎週水曜日
★ZUMBAゴールド………………10:00～12:00
★のびのびアクア…………………15:00～16:00
★ZUMBA…………………………19:30～20:30

毎週木曜日
★体力アップステーション………10:00～11:30

毎週金曜日
★泳ごう会…………………………19:00～20:00
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1
2
3

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

木

金

土

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

ご
寄
付

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
内
田
惠
子
様（
諸
志
1
6
0
）よ
り
夫
、

　故
巖
様
の
香
典
返
し
と
し
て
10
万
円

○
上
間
チ
エ
様（
宜
野
湾
市
）よ
り
夫
、

　故
道
夫
様
の
香
典
返
し
と
し
て
10
万
円

○
玉
城
照
子
様（
平
敷
1
2
8
3
）よ
り
夫
、

　故
久
一
様
の
香
典
返
し
と
し
て
5
万
円

※

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
月
の
村
長
の
動
き

平成28年 各字特定健診受診率

特定健診＆健康相談で家計節約！？特定健診＆健康相談で家計節約！？

最後の集団健診は以下の表のとおりです。
各字で健診を受けられなかった方は個別健診(病院)でも受けることができます。ぜひご利用ください。

　平成28年度の住民健診は始まっていますが、みなさん健診は受けられましたか？さて健診
を受けている人と健診を受けていない人では1人あたりの生活習慣病にかかる医療費に差が
あることがわかりました。
　生活習慣病の治療をされている方で ①健診を受診している人と ②健診を受診していない
人では生活習慣病の治療費が約10倍違います。その差の1つに健診を受けられた方は保健指
導(保健師、看護師、栄養士による生活習慣改善のための相談)を受けられた方が多く、早めに
対処することで重症になる前に対応できていることが挙げられます。ぜひ年に1度は健診で体
の総合チェックと保健指導をご活用ください！

第１ 日曜日は 健康の日！！
第９8回 村民パークゴルフ 定例会結果

優勝
2位
3位

105
107
108

－27
－25
－24

謝名
諸志
仲宗根

木村　清治
山﨑　眞彌
喜屋武　浩

（11月6日実施・40名参加）

（今回は36ホール・パー132のストロークプレイ　ハンディキャップ制）

申し込は、大会前の金曜日午前中まで（期限厳守）
参加費はお一人：1,000円（プレイ代＋賞品代）

パークゴルフは
誰にでもプレー
を楽しむことが
できる簡単なス
ポーツです。多く
の村民の皆様の
参加をお待ちし
ています！！

次回開催は12月4日（日）です。
お問い合わせ　今帰仁村 保健センター ☎56-1234　今帰仁村 福祉保健課 ☎56-4189

元旦

振替休日

集団健診日程：
12月11日 (日 )

受付：午前８時30 分～11時

場所：保健センター

速報

※この表は左から平成27年度 健診受診者が多かった順になっています

平成28年11月11日時点

（国保データベースシステム：今帰仁村）

H27
1位

H27
2位

H27
3位

健診を受けている人の
生活習慣病治療費

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

健診を受けてない人の
生活習慣病治療費

①

②

約5千円
（5,312 円）

約5万円
（51,207 円）

約10倍
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☎ 0980-56-2101（代表）  ホームページアドレス　http://www.nakijin.jp 防災放送の内容確認は　☎56-2748

▲甘くて美味しかったです

潰されても強く育った木の幹▶

広
報

N
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K
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戦
車
に
踏
ま
れ
た
タ
ル
ガ
ヨ
ー

　
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、沖
縄
本
島
か
ら
米
軍
は
引
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
今
帰
仁
村
で
も
天
底
か
ら
運
天
港
に
向
け
て
戦
車
が
通
っ
て
い
き
、そ
の
帰
路
に
あ
っ

た
家
や
草
木
は
、
戦
車
に
踏
み
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
天
底
か
ら
上
運
天
に
向
か
う
途
中
に
あ
る
西
平
（
久
子
）
さ
ん
宅
に
大
き
な
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
が
た
く
さ

ん
の
実
を
つ
け
て
い
ま
す
。
戦
前
に
は
、
ダ
イ
ダ
イ
の
木
と
２
本
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
戦
車
に
踏
ま
れ
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
潰
さ
れ
た
根
元

か
ら
芽
が
出
て
育
っ
た
の
が
こ
の
木
。「（
私
の
）
結
婚
式
の
時
に
、
こ
の
木
に
実
が
２
つ
な
っ
て
ね
、
み
ん
な
で
食
べ
て
、
そ
の
時
に
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
だ
と
知
っ
て
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。」と
西
平
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
虫
駆
除
に
い
い
と
聞
く
の
で
残
り
天
ぷ
ら
油
を
か
け
て
き
た
が
、そ
れ
が
良
か
っ
た
の
か
ね
〜
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
70
年
余
り
が
過
ぎ
た
今
も
な
お
、
両
手
い
っ
ぱ
い
広
げ
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
、
た
わ
わ
に
実
を
つ
け
る
タ
ル
ガ
ヨ
ー
の
木
。
そ
の
根
に
歴
史
を
残
し
つ
つ
力
強
く

生
き
る
姿
は
、
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

む
ら
の
け
し
き
②1

1
0

月
末

 村
の

人
口

 
 男

 4
,8

8
6

人（
+

3
） 　

女
 4

,7
2

7
人（

-5
）　

計
 9

,6
1

3
人（

-2
）　

世
帯

数
 4

,3
1

4
（

+
1

）

2
0

1
6

年月
492号
毎
月
1日
発
行

12

第
６
回
 世

界
の
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
歓
迎
会

カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
、ペ
ル
ー
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、ブ
ラ
ジ
ル
、ボ
リ
ビ
ア
、

タ
イ
な
ど
世
界
の
ナ
キ
ジ
ン
チ
ュ
81名

の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

P2～
3に
関
連
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
掲
載

い
っ
ぺ
ー

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
た
ん
！


